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※上記の各種助成制度を詳しく知りたい方は、健康福祉課福祉グループへお問い合わせください。（☎０１７５－２８－５８００）

児童 ・ 母子福祉関係

サービスの名前 どんな方が対象？ 助成金 内容

乳幼児医療費助成事業 ０歳から６歳到達児 保険適用の医療費全額 契約医療機関で受診券を
使用した場合は手続き不
要です。

ひとり親及び実費で医療
機関を受診した場合は健
康福祉課窓口で申請が必
要です。

子ども医療費助成事業 小学校から高校３年生世代まで 保険適用の医療費全額

ひとり親家庭等医療費助成事
業

ひとり親家庭の１８歳までの児童
及び養育する親

児童は保険適用の医療費全額、
親は自己負担月１,０００円上限

乳幼児子育て支援事業
出生から満1歳到達までの乳児を
養育する保護者

月額１万円

健康福祉課窓口で申請が
必要です。

妊婦のための支援給付 妊婦及び産婦
妊娠期 （母子手帳交付） 及び出
産予定日８週間前に５万円を支給

児童手当
出生から満１８歳までの子を持つ
保護者

月額１万円/人 （２ヶ月に1回支給）
３歳未満１万５，０００円
３子以降は３万円を支給

児童扶養手当
ひとり親家庭の１８歳までの児童
及び養育する親 （所得制限有）

児童１人につき最大４６，６９０円
２人目以降、 １１，０３０円加算

不妊治療費助成事業
公的医療保険適用の一般不妊治
療及び生殖補助医療を行う方

保険医療機関に支払った自己負
担額

青森県不妊治療費助成事
務センターまでお問い合
わせください。 （R7から
県事業）

ひとり親家庭等のサービス
ひとり親家庭の１８歳までの児童
及び養育する親

奨学金の給付 ・貸与、 母子父子
寡婦福祉資金貸付等

青森県下北福祉事務所に
お問い合わせください。

あおもり子育て応援パスポー
ト

１８歳未満のお子さん又は妊娠中
の方がいる方がいる家庭

青森県内の協賛店に提示すると
各店が提供するサービスが受けら
れます。

青森県子ども家庭支援セ
ンターにお問い合わせくだ
さい。

障がい福祉関係

重度心身障害者医療費給付事
業

身体障がい者１～３級 （内部障害）
知的障がい者Ａ
精神障がい者１級の低所得者

自己負担０割～１割があり、 残り
の保険適用医療費を助成

対象となる方は健康福祉
課窓口で申請が必要です。

児童発達支援等利用者負担額
助成事業

満３歳児までの児童発達施設利用
者の保護者

自己負担分を助成

軽度 ・中等度難聴者補聴器購
入事業

１８歳以上、 聴力レベル３０～７０
デシベルで補聴器を購入する方

非課税世帯は上限４万円
課税世帯は上限２万円

特別児童扶養手当
２０歳未満の身体障害者２級以上
の児童、 知的障がいのある児童を
養育する保護者

１級は５６，８００円/人
２級は３７，８３０円/人
（所得制限有）

障がい児福祉手当
特別障がい者手当

重度の障害を持ち、 日常生活にお
いて常時介護が必要な児童 （２０
歳まで）、 ２０歳以上の成人

障がい児１６，１００円/月
障がい者２９，５９０円/月
（所得制限有）

その他障がい福祉サービス 障がい者手帳を保持している方
法に基づくサービス、 給付が受け
られます。

詳しくは健康福祉課まで
お問い合わせください。

老人福祉 ・ 介護保険関係

家族介護用品支給事業
要介護４以上の在宅の高齢者を介
護している家族 （非課税世帯）

紙おむつ等６，３００円相当を現物
給付します。

詳しくは健康福祉課まで
お問い合わせください。

老人クラブ運営費補助金
単位老人クラブを組織している地
域団体

５万円/団体を補助します。

高齢者バス供与事業
老人クラブ等のバスを利用した研
修等に供与する。

バスを借り上げ代行します。

軽度生活援助サービス事業
高齢者、 障がい者のみの世帯で自
力で除雪等が困難な方

有償ボランティアへ支払う経費の
一部を村が負担します。

訪問理美容サービス事業
高齢者等で自力で理容店に行くこ
とが困難な方

理容店からの出張費相当分を村
が負担します。

その他介護保険サービス 介護保険認定を受けている方
法に基づくサービス、 給付が受け
られます。

「私たちは、どんな制度を利用できるんだろう？」
「役場のどこさ、相談すればいいのかな？」等と、疑問に思ったことは
ありませんか？

令和７年９月号から１２月号にわたり、広報ひがしどおりで、助成制度
等を一覧でご紹介します。


